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№ 遺跡名 立地 種別 № 遺跡名 立地 種別

14 山ノ上遺跡 段丘 集落

15 大天馬遺跡 段丘 集落
16 後沢遺跡 段丘 集落
17 下萩沢遺跡 丘陵 集落
18 源光遺跡 丘陵 集落
19 高田山遺跡 丘陵 散布地
20 原田遺跡 丘陵 集落
21 木戸遺跡 丘陵 集落
22 佐内屋敷遺跡 丘陵 集落
23 鰻沢遺跡 丘陵 集落
24 照越台遺跡 丘陵斜面 散布地
25 嘉倉貝塚 丘陵 集落
26 玉荻台遺跡 丘陵 散布地
27 刈敷袋遺跡 自然堤防 散布地

1 御駒堂遺跡 段丘 集落
２ 堂の沢遺跡 段丘 集落
３ 城下遺跡 自然堤防 集落
４ 甚内屋敷遺跡 段丘 散布地
５ 伊治城跡 段丘 城柵・集落・墓
６ 大仏古墳群 丘陵 墓
７ 入の沢遺跡 丘陵 古墳・横穴墓・集落
８ 淀遺跡 段丘 集落
９ 鶴ノ丸館跡 段丘 集落
10 吹付遺跡 段丘 集落
11 宇南遺跡 段丘 集落・城館
12 狐塚遺跡 段丘 窯
13 熊谷遺跡 段丘 集落

御駒堂遺跡は、宮
みやぎけん

城県栗
くりはらし

原市志
し わ ひ め

波姫堀
ほりぐち

口字

御駒堂に所
しょざい

在し、迫
はさまがわ

川を望む段
　だんきゅう

丘上に立地

する旧
きゅうせっき

石器時代から江
え ど

戸時代にかけての複合

遺跡です。遺跡範
はん い

囲は東西約１.5km、南北

約０.4kmと東西に細長く、現
げんきょう

況は道路、宅地、

水田、畑地、山林となっています。

過去には東北自動車道や浄
じょうすいじょう

水場、個人住

宅等の建設に伴
ともな

い発
はっくつ

掘調査が実
じっ し

施されてお

り、昭和 51・53年の東北自動車道関連調査

では古墳～平安時代にかけての竪
たてあなたてもの

穴建物（住

居）跡
あと

（以下、竪穴住居跡）41 軒
けん

、近世以

降の掘
ほったてばしら

立柱建物跡 11棟
とう

、井戸跡や墓、区画

溝
みぞ

など多数の遺構が確認されました。特に奈

良時代（8世紀前半）には関東地方と共通の

特
とくちょう

徴を有するカマドや土
は じ

師器
き

（以下、関東型

カマド・関東系土師器）が伴うことから、関

東（坂
ばんどう

東）からの移民集落として県内外で注

目を集めました。また、遺跡周辺には、古
こふん

墳

時代前期における古墳文化北
ほくえん

縁の拠点集落で

ある国史跡入
いり

の沢
さわ

遺跡、古代栗原郡を治めた

国史跡伊
い じ

治（此
これはり

治）城
じょうあと

跡のほか、集落跡も多

数所在するなど、栗原の地は古代東北の政治

や文化の要
ようしょ

所でした。

宮城県教育委員会では、平成 15年から国

道４号築
つきだて

館バイパス建設に伴い、関係遺跡の

発掘調査を実施しました。本書では、これら

のうち平成 21 ～ 27 年に実施した御駒堂遺

跡の発掘調査成果を紹
しょうかい

介します。

築館バイパス築館バイパス
 平成 26 年度調査区 平成 26 年度調査区

（南から）（南から）

入の沢遺跡 伊治城跡

ＳＩ 29 カマドＳＩ 29 カマド

ＳＩ 29 竪穴住居跡（東北自動車道関連調査）ＳＩ 29 竪穴住居跡（東北自動車道関連調査）

カマド

粘土でカマドをつくる粘土でカマドをつくる
際には、土器が補強の際には、土器が補強の
ための構造材として使ための構造材として使
われました。われました。

第１図　遺跡の位置と周辺の古代遺跡第１図　遺跡の位置と周辺の古代遺跡

　　御御
お こ ま ど うお こ ま ど う

駒堂駒堂遺跡遺跡 ５

６
８

１

11

９

13

10

20

17

18

19

12

2522

21
23

24
26

15

２

３
27

４

７

14

16

0 1,000m

古代の遺跡
その他の遺跡

御駒堂遺跡

栗原市

電子地形図（国土地理院）を加工して作成電子地形図（国土地理院）を加工して作成
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№ 遺跡名 立地 種別 № 遺跡名 立地 種別

14 山ノ上遺跡 段丘 集落

15 大天馬遺跡 段丘 集落
16 後沢遺跡 段丘 集落
17 下萩沢遺跡 丘陵 集落
18 源光遺跡 丘陵 集落
19 高田山遺跡 丘陵 散布地
20 原田遺跡 丘陵 集落
21 木戸遺跡 丘陵 集落
22 佐内屋敷遺跡 丘陵 集落
23 鰻沢遺跡 丘陵 集落
24 照越台遺跡 丘陵斜面 散布地
25 嘉倉貝塚 丘陵 集落
26 玉荻台遺跡 丘陵 散布地
27 刈敷袋遺跡 自然堤防 散布地

1 御駒堂遺跡 段丘 集落
２ 堂の沢遺跡 段丘 集落
３ 城下遺跡 自然堤防 集落
４ 甚内屋敷遺跡 段丘 散布地
５ 伊治城跡 段丘 城柵・集落・墓
６ 大仏古墳群 丘陵 墓
７ 入の沢遺跡 丘陵 古墳・横穴墓・集落
８ 淀遺跡 段丘 集落
９ 鶴ノ丸館跡 段丘 集落
10 吹付遺跡 段丘 集落
11 宇南遺跡 段丘 集落・城館
12 狐塚遺跡 段丘 窯
13 熊谷遺跡 段丘 集落

●

●

０ 200ｍ

堂の沢遺跡堂の沢遺跡

御駒堂遺跡御駒堂遺跡

山ノ上遺跡山ノ上遺跡

宇南遺跡宇南遺跡築館バイパス
関連調査

東北自動車道
関連調査
栗原市教委
立会調査

旧志波姫町
浄水場調査

栗原市教委
確認調査

遺跡範囲

移民住居跡

■

■

■

■
■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■
■

■
■

■

■
■■

■

■
■

■

■
■

■

■

■ ■

■
■

今回の調査では、飛
あすか

鳥～奈
な ら

良時代（８世紀）

の竪穴住居跡が９軒みつかり、特に 8世紀

前
ぜんよう

葉頃
※1
のものが７軒ありました。過去の

調査でもこの時期のものが最も多く、広い範

囲に分
ぶんぷ

布しています。また、平
へいあん

安時代以前と

考えられる掘立柱建物跡も１棟みつかりまし

た。その他の時代では、旧石器～縄
じょうもん

文時代の

遺
いぶつほうがんそう

物包含層、縄文時代の陥
おと

し穴
あな

22 基
き

、江戸

時代以降の掘立柱建物跡１棟、井戸跡７基、

墓 17基なども発見されています。

遺物は縄文土器、土師器、須
す え き

恵器、石
せっ き

器、

陶
と う じ き

磁器、鉄製品などが出土しました。

以下では、遺跡の主たる時代である飛鳥～

奈良時代について説明します。

過去の調査により「関東からの移民集落」

とされた御駒堂遺跡ですが、今回の調査でも

関東型カマドや関東系土師器が確認されてい

ます（４・５頁）。また、周辺の山
やまのうえ

ノ上遺跡、

下
しもはぎさわ

萩沢遺跡、源
げんこう

光遺跡でも同様のカマドや土

器が伴う竪穴住居跡が発見されており、上記

４遺跡で計 37軒（令和５年２月現在）を数

えるなど、遺跡周辺には多数の移民が住んで

いたことを伺
うかが

い知ることができます。

８世紀前半の栗原地域は、畿
きな い

内
※2
の律
りつりょう

令

国家にとっては勢力の外側にある「蝦夷（エ

ミシ）の地」であり、北への領土拡大のまさ

に標
ひょうてき

的となった地域でした（第３図）。そこ

で律令国家は移民を大量に送り込
こ

んで郡を建

て支配領域に組み込む政策を実施します（表

３）。その後の神
じんごけいうん

護景雲元年（767）の伊治

城造
ぞうえい

営と栗原郡の設置は移民政策がもたらし

た大きな成果となりました。

第２図　これまでの調査地点と竪穴住居跡の分布第２図　これまでの調査地点と竪穴住居跡の分布

第３図　８世紀前半の城柵・官衙関連遺跡第３図　８世紀前半の城柵・官衙関連遺跡

鳴瀬川

１東山官衙遺跡
２城生柵跡
３名生館官衙遺跡
４小寺・杉の下遺跡
５南小林遺跡
６三輪田・権現山遺跡
７新田柵跡・団子山西遺跡
８城山裏土塁跡・日向館遺跡
９赤井官衙遺跡 多賀城

名取川

阿武隈川　　　　　　　　　　　　　　　　

旧
北
上
川

山形県

秋田県

福島県

栗駒山

荒雄山

蔵王山

岩手県

御駒堂遺跡

蝦夷 ( エミシ ) の地蝦夷 ( エミシ ) の地

律令国家の勢力範囲律令国家の勢力範囲

御駒堂遺跡

大崎平野大崎平野１ ２
３
４ ６ ７

９

８

５

７

ＳＩ 29 竪穴住居跡（東北自動車道関連調査）ＳＩ 29 竪穴住居跡（東北自動車道関連調査）

第１図　遺跡の位置と周辺の古代遺跡第１図　遺跡の位置と周辺の古代遺跡

※ 1   一世紀を３つに区分して前葉・中葉・後葉と記しています。
※ 2   現在の京都、奈良、大阪、兵庫の一部

　　調査成果調査成果

　　移民はなぜ移民はなぜ
　やってきたのか？　やってきたのか？

遺跡全景（昭和 51 年撮影）遺跡全景（昭和 51 年撮影）

御駒堂遺跡御駒堂遺跡

大型の古墳が盛んにつくられる
雷神山古墳（名取市）、遠見塚古墳（仙台市）築造
大仙陵古墳［仁徳天皇陵古墳］（大阪府）築造
聖徳太子が摂政となる
大化の改新
阿倍比羅夫による蝦夷の地遠征
藤原京遷都　このころ郡山遺跡（仙台市）に陸奥国府設置
平城京遷都
多賀城（陸奥国府・鎮守府）創建
平安京遷都
坂上田村麻呂が征夷大将軍に任命される
陸奥国大地震（貞観地震）
遣唐使が中止される
陸奥国分寺七重塔が雷火で焼ける
平将門の乱

およそ～年前

38,000 年前
16,000 年前
2,400 年前
1,700 年前

1,400 年前

1,300 年前

1,200 年前

800 年前
700 年前
400 年前

時　代

旧石器時代
縄文時代
弥生時代
古墳時代

飛鳥時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代
室町時代
江戸時代

8 世紀

9世紀

694 年
710 年
724 年
794 年
797 年
869 年

主　な　で　き　ご　と西　暦

4 世紀

5世紀
6世紀
7世紀

10 世紀

645 年
593 年

658 年

894 年
934 年
939 年

東北自動車道関連調査区

表１ 年表表１ 年表
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竪穴住居跡は一辺４～６ｍの方形または長

方形を呈
てい

しています。方向はほとんどが真北

から東西に 5°振
ふ

れた範囲内に収まっており、

過去の調査でもほぼ同様の規則性が認められ

ました。カマドは住居の壁
かべ

を掘りこんで内壁

とし、更に白色粘
ねんど

土を積
つ

むなどして築
きず

かれて

います。また、煙
けむり

を排
はいしゅつ

出するための煙
えんどう

道は短

く、こうした特徴は関東地方のカマドと共通

するものです。

出土遺物には土師器と須恵器※3 があり、

土師器坏
つき

は東北地方で特徴的な内面を黒色処

理されたもの（以下、在
ざいち

地土師器）と黒色処

理されない関東系土師器が混
こんざい

在し、後者が主

体を占
し

めます。甕も胴部上半が膨らむ器形や

器面を削
けず

る製作技法等の特徴から関東系と考

えられるものが多く出土しています。

ＳＩ０１住居跡（南から）ＳＩ０１住居跡（南から）

★土師器甕★土師器甕 土師器土師器鉢鉢
はちはち

須恵器坏須恵器坏

★土師器坏★土師器坏

★土師器坏★土師器坏

★土師器甕★土師器甕

★は関東系土師器★は関東系土師器

※ 3    土師器：浅く掘りくぼめた穴で比較的低温（700 ～ 800℃）で焼かれた赤褐色の素焼きの土器。
　　   須恵器：密閉された窯の中で高温（1000℃以上）で焼かれた硬質で青灰色の素焼きの土器。

　　移民の住居と土器移民の住居と土器
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ＳＩ０１住居跡（南から）ＳＩ０１住居跡（南から）

カマド成形のためにカマド成形のために
貼り付けた白色粘土貼り付けた白色粘土

ＳＩ０1 カマドＳＩ０1 カマド ＳＩ 06 竪穴住居跡（南から）ＳＩ 06 竪穴住居跡（南から）

火事で焼け落ちた屋根材が炭火事で焼け落ちた屋根材が炭
化した状態でみつかりました。化した状態でみつかりました。

ＳＩ 15 竪穴住居跡（南から）ＳＩ 15 竪穴住居跡（南から）

小型の住居跡には小型の住居跡には
屋根を支える主柱屋根を支える主柱
を持たないものを持たないもの
もあります。もあります。

カマドに据えた甕カマドに据えた甕
などを支える台などを支える台

（支脚）（支脚）

関東型カマド（ＳＩ 06）関東型カマド（ＳＩ 06）

ＳＩ０１竪穴住居跡（南から）ＳＩ０１竪穴住居跡（南から）

入口の梯
はしご
子を

固定した穴？

カマド

土壁を補強した
木材の痕

こんせき
跡

［壁材痕］
壁
へきざいこん
材 痕

主
しゅちゅうけつ
柱 穴

主柱穴

主柱穴主柱穴

屋根を支えた柱の跡
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移民集落の形成から数十年後の８世紀中葉

～後葉になると、住居数は減少し、主体を占

めていた関東型カマドは少なくなりました。

土器も関東系土師器が姿を消し、在地の土

師器で占められるようになります。その一方、

製
せいさく

作にロクロを用
もち

いた土師器（以下、ロクロ

土師器）や文字が記
しる

された墨
ぼくしょ

書土器・刻
こくしょ

書土

器が伴
ともな

うようになり、須恵器の種類も増える

など土器のあり方に変化がみてとれます。東

北南部の一般集落では、ロクロ土師器は平安

時代（８世紀末以降）に普及しますが、それ

らに一歩先
さき

んじた新技術の導
どう

入
にゅう

、須恵器の豊

富さ、土器に書かれた文字を理解する人の存

在は一般集落とは様相を異
こと

にしており、移民

は次第に土着化しながらも、同時期に造営さ

れた伊治城との関係の中で律令国家との結び

つきを保
たも

ち続けていたと考えられます。
ＳＩ 51 カマド（南西から）ＳＩ 51 カマド（南西から）
壁を壁を掘り込まずにカマドを築き、掘り込まずにカマドを築き、
煙出し煙出しの煙道が長いのが在地型の特徴です。の煙道が長いのが在地型の特徴です。

※内面を黒くするのが※内面を黒くするのが
東北地方の特徴です。東北地方の特徴です。

ＳＩ 51 床面出土土師器（南東から）ＳＩ 51 床面出土土師器（南東から）

ＳＩ５1 竪穴住居跡（南西から）ＳＩ５1 竪穴住居跡（南西から）

在地型カマド 関東型カマド

煙道

ソデ ( 粘土 )

　　集落の変容集落の変容
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和暦
霊亀１

神護景雲１
神護景雲２

宝亀５

弘仁２

神護景雲３

宝亀11

西暦
715
767
768

774

811

769

780
延暦15796

天皇
元正

嵯峨
桓武

称徳

光仁

記　　　　　　事
坂東（関東）６国の富民1000戸を陸奥国に移配
伊治城造営完了　栗原郡設置
桃生城・伊治城へ移住希望者の課役免除
坂東８国から桃生・伊治城への移住募集
伊治村に浮浪人2500余人移住
38年戦争勃発
伊治公呰麻呂が按察使紀広純殺害、多賀城放火
坂東６国と出羽・越後国の9000人が伊治城移住
文室綿麻呂が征夷終了を報告→38年戦争終了

文献

続日本紀

日本後紀

伊治城造営前後の８世紀中
ちゅうよう

葉から後
こうよう

葉に御

駒堂遺跡の集落が縮小する一方で、周辺の集

落数は増加します（表２）。この時期は伊治

城内でも多くの竪穴住居跡が確認されてお

り、移民たちは地元の人々と同化しながら周

辺の集落に分
ぶんさん

散し、一部は城内に移
うつ

り住んだ

と考えられます。また、新たな移民がこの時

期にやってきたことも平安時代の文
ぶんけん

献に記
しる

さ

れており（表３）、このことも集落増加の一

因と考えられます
※4
。その後、御駒堂遺跡

では、9世紀中葉まで在地型カマドを伴う竪

穴住居跡が極少数確認されますが、それ以降

は姿を消し、現在も未発見です。蝦夷（エミ

シ）支配の一端を担
にな

った集落は 9世紀前葉

頃の伊治城廃
はいぜつ

絶の後を追うようにして、その

役割を終えたと考えられます。

須恵器鉢須恵器鉢

土師器甕土師器甕

在地型カマド 関東型カマド

煙道

ソデ ( 粘土 )

土師器坏（墨書「丈」）土師器坏（墨書「丈」）

土師器坏（刻書「子」）土師器坏（刻書「子」）※ロクロ土師器※ロクロ土師器

須恵器坏（墨書「老」）須恵器坏（墨書「老」）

表３ 移民関係年表表３ 移民関係年表

※ 4   この時期は関東系土師器は伴わず、これについては移民形態が「戸」＝集団から「人」単位に変化したことが要因の一つと考えられています。

７ｃ末
～８ｃ初 ８ｃ前葉 ８ｃ中葉

～後葉
８ｃ末
～９ｃ初 ９ｃ前葉 ９ｃ中葉

伊治城周辺の
周知の遺跡数 1 6 15 12 4 5

確認されている
竪穴住居跡の数 3 42 54 35 6 19

表２ 伊治城周辺の遺跡数表２ 伊治城周辺の遺跡数（令和５年２月現在）

　　集落の集落の終終
しゅうえんしゅうえん

焉焉
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0 ５ｍ

SI01

SI06

SI51

0 20 ㎝
<SI01 住居跡 >

<SI06 住居跡 >

<SI51 住居跡 >

★
★

★

★

★★

★

★ ★

★

★

★★：関東系土師器
●：須恵器

●

●

●

●

●

竪穴住居跡平面図竪穴住居跡平面図

出土土器実測図出土土器実測図

　発見された遺構や遺物は図化さ
れ、写真とともに記録として保存さ
れます。更に、詳細な分析や検討が
加えられ、その成果として「発掘調
査報告書」が刊行されることにより
発掘調査が完了となります。

遺構と遺物の図化遺構と遺物の図化

文化財課 HP文化財課 HPみやぎ文化財みやぎ文化財
チャンネルチャンネル

編集・発行      宮城県教育庁文化財課　　 令和５(2023) 年３月
〒 980-8423　宮城県仙台市青葉区本町三丁目 8 番 1 号　電話 022(211)3684
文化財課ホームページ     http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/bunkazai/
みやぎ文化財チャンネル https://www.youtube.com/channel/UCRhvh9A-IY3xIWD8qsOLPbQ

『みやぎ文化財チャンネル』『みやぎ文化財チャンネル』
遺跡の発掘調査や文化財イベント情報
などを分かりやすく楽しい動画で紹介
する YouTube『みやぎ文化財チャンネ
ル』を開設しました。調査現場の様子、
土器発見の瞬間など調査員の赤裸々な
本音もまじえ、貴重な映像を配信中で
す。是非、ご視聴ください。

全国遺跡全国遺跡
報告総覧報告総覧
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